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調べたい人名やキーワードを入れて検索してください。「人物検索」「書籍目次」「書籍本文」を横断検索します。キーワー
ドの場合は「書籍本文」のみが検索対象になります。

❶ 基本画面
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❷ 「検索結果画面」の見方（1）

３ 「検索結果画面」の見方❷

1 人物検索
「人物検索」は、「別名」「肩書・職業」「生没年月日」「分類」など人物を同定できる情報を表示します。「関連書籍」をクリックすると、
その人物が掲載されている書籍のページ（P5）に遷移します。「詳細」をクリックすると「出身」などを含む「人物情報」画面（P4）
に変移します。そちらには外部サイト「Web NDL Authorities」へのリンクもあり、人物によっては「wikipedia」までシームレスに遷
移できます。別画面では「人名」「肩書・職業」「生没年」「分類」「出身」で絞り込み検索も可能です。「ユーザータグ」はユーザー様ご
自身で編集できます。他ユーザーが使って便利な、いろいろなグルーピングを試してください。

2 書籍目次（見出し人名検索）
「書籍」に目次情報を登載してある書籍は、立項
されている見出し人名で検索できます。「閲覧」
をクリックすると当該人物の掲載頁（P7）に遷
移します。「書籍詳細」をクリックすると、登載
書籍の詳細情報ページに遷移します（P5）。国立
国会図書館（NDL）ですでにデジタル化されてい
るものは「外部リンク」をクリックすれば「NDL
デジタルコレクション」の当該書籍の当該人物掲
載頁に直接遷移します（「図書館・個人送信サー
ビス」の場合は NDL への利用者登録が必要です。

「館内限定」は閲覧できません）。

3 書籍本文（全文検索）
「NDL デジタルコレクション」のために開発され
た AI-OCR を利用して、著作権法上問題のない書
籍をフルテキスト化し、全文検索を可能にしまし
た。旧字の検索にも対応しています。
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3種類の検索結果が表示されます
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「検索結果画面」の中央にある「詳細な検索はこちら」をクリックすると、「目次情報」と「人物情報」を一度に表示する「人名・目次
検索」の画面に切り替わります。
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❸ 「検索結果画面」の見方（2）

4 目次情報
「目次情報」の「閲覧」をクリックすると「じんぶつプラス」に登載されている書籍本文の、その人物の掲載ページに跳ぶことができます。
右に「外部リンク」がある場合は「国立国会図書館デジタルコレクション」で「インターネット公開」（ログイン不要）または「図書館・
個人送信サービス」（ログインが必要）となっている書籍の当該ページに直接遷移して、こちらもその人物が立項されているページを直
接見ることができます。「書籍詳細」からは掲載書籍の詳細ページに行けます。

5 人物情報
「人物情報」は検索した名前の人物が表示され、「別名」「肩書・職業」「生没年月日」「分類」などで人物同定を行えます。「人物名」「生
没年月日」でソートも可能です。「関連書籍」をクリックすると、当該書籍の「書籍詳細」に跳べます。

β版でも使えます！
「ユーザータグ」はペンのマークをクリックすると、ユーザー様ご自身でその人物に対して検索キーワードを付与することができます（最
大 10 個。「タグ固定」は編集側のみの機能です）。
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「ユーザータグ」は人物情報に付与されたタグを見ることができます。タグをクリックすると、そのキーワードが振られた人物を表示します。

「詳細」をクリックすると、検索した人物の「人物情報」画面に遷移します。「人物名」「姓 / 名」「かな」「別名 / かな」「肩書・職業」
「分類コード」「出身」「生年月日」「没年月日」「備考」「関連書籍」「Web NDL Authorities」「外部リンク」「ユーザータグ」「訃
報典拠」が確認できます。その人物を同定するための最小限の情報に絞っているため「経歴」や「略歴」は作っていません。

「肩書・職業」は最大 4 つ、「分類コード」は 3 つまで表示されます。「Web NDL Authorities」をクリックすると「Web NDL Au-
thorities」の検索結果の一覧が表示されます。そちらを経由すると、場合によってはシームレスに「Wikipedia」の検索結果の一覧に遷
移できます。

「訃報典拠」は特定分野で活躍した人物の訃報の典拠を示す記事等の一次資料を登載します。現在「堀野与七」という人物にのみ登載
しています。将来的にはユーザーからの情報提供を受けて反映していけたらと考えています。
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書籍ページでは「本文閲覧」「登録目次」「書籍情報」が確認できます。
「本文閲覧」は「じんぶつプラス」に本文データが登載されている場合にご覧になれます。「登録目次」のコマ番号を検索窓に入れてクリッ
クすると、その人物が立項されているページ（P7）に跳べます。
「登録目次」では「肖像」の項目で、当該書籍での肖像掲載の有無がわかります。「コマ番号」は「本文閲覧」でのコマ数を示しています。
「外部参照 URL」を押すと、「NDL デジタルコレクション」で「インターネット公開」（ログイン不要）または「図書館・個人送信サー
ビス」（ログインが必要）となっている書籍の当該ページに直接遷移して、その人物が立項されているページを直接見ることができます。
「紐付」は「人物情報」との紐付けを示しています。現時点で「登録目次」が無い書籍も、順次目次のデータを搭載していきます。
「書籍情報」は登載書籍の「書誌情報」を入力しています。「口絵」の有無もわかります。
「詳細検索」のタブに切り替えると、「書籍名」「著者名」「出版社名」「出版年」から書籍の詳細検索が可能です。

４ 「書籍から探す」
「じんぶつプラス」に登
載されている書籍名を調
べられます。デフォルトで

「フリーワード検索」の
タブが開き、検索窓に書
名や単語を入れて検索で
きます。登載されている
書名は出版年の古い順
に並んでいます。「書籍
名」「著者名」「出版者
名」「出版年」でソート
できます。右端の「詳細」
を押すと、当該書籍の情
報ページに跳べます。
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５ 「本文から探す」

本文テキストと検索した文字列が一致した場合は、検索結果で文字列が赤字で表示されます（「渋沢栄一」で検索した場合、「澁澤榮一」
は赤字になりません）。検索結果が多くなる場合は、複数単語で検索して絞り込んでください。

A	検索窓の上に「本文検索について」があり、右端の下矢印をクリックすると、下記の説明文が表示されます。
	 ・書籍画像からOCR読取を行った本文テキストを対象に検索を行います。
	 ・読取状態によって、実際の書籍内容と検索対象のテキストが異なる場合があります。
	 ・読取りができなかった文字列は「〓」で代替されます。
	 ・書籍内の右から左 (Right To Left) で記載されているテキストは、左から右 (Left To Right) テキストとして読取しています。
	 ・単語をスペースで区切って入力すると複数単語の検索が可能です。
	 ・検索結果は1万件まで表示します。1万件以上の結果は省略します。

B	検索オプションの「逆読み検索」をチェックすると、入力内容に対して、左横書きと右横書き両方を検索対象にします。
	 例：検索内容「福沢諭吉」で逆読み検索／検索対象：「福沢諭吉」「吉諭沢福」のOR検索

C	本文テキストと検索した文字列が一致した場合は、検索結果で文字列が赤字で表示されます（「渋沢栄一」で検索した場合「澁澤榮一」
	 は赤字になりません）。検索結果が多くなる場合は、複数単語で検索して絞り込んでください。
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β版でも使えます！
テキストにエラーを見つけた場合は「本文内容を指摘する」ボタンから、テキスト修正を行うことができます。

「備考」は単純な語句修正の場合は特に記入されなくて結構です。修正箇所を比較して確認した後は「申請する」を押して頂ければ、弊
社に修正申請が届きます。適宜、こちらで確認をして修正に誤りが無いようでしたら反映いたします。ぜひご参加ください。
修正の反映にお時間を頂く場合がございます。また、採用についてはご一任下さい。
修正反映の通知機能は現在開発中です。

あらかじめお伝えしておきたいこと
・	 実証実験中も管理側は「データの登載」「人物情報の編集」などを行っています。
・	 画面右上の「登録人物数」は、「人物情報」ではなく「目次（見出し人名）」の累計で、延べ人数になります。渋沢栄一が５冊の本に
	 掲載されていた場合は「５人」とカウントしています。
・	「人物情報」にダブりがありますが、登録エラーではなく仕様です。順次管理側で統合していきます。
・	「人物情報」の「よみ」は機械的に振られているものもあるので「よみ」がおかしなものを見つけた場合はお知らせください。将来	

的には「人物情報」画面もユーザーからの修正を可能にすることを考えています。
・	「人物情報」に「関連人物」という項目を設け、家族などを入れられるようにします。
・「人物情報」の「関連書籍」に発行年を出すようにします。今は発行年の古い順番に並んでいます。

D	右端の詳細をクリックすると、右に原文画像、左に画像から OCR で取得したテキストを配置した画面に切り替わります。

使い方に困ったこと、
使っていて気になること
があった時は

jinbutsu-plus@libro-koseisha.co.jp  までご連絡ください。


